
三密を避けマスクの着用・手洗い・うがいを励行し、新型コロナ感染防止をしましょう。 
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☆ 侵入盗 １５件⇒2 件に減少 ☆ 

 葉栗連区内における侵入盗の発生件数が、令和２年１月～４

月までの１５件でありましたが、令和３年１月～４月において

は２件と大幅に減少しました。地域の皆さんの防犯意識の向上

が大いに貢献していると思われます。 

引き続き「鍵かけ」「声かけ」「心がけ」を励行していただき、

安全で安心な葉栗連区になるよう活動を展開していきたいと思

います。 

なお、地域づくり協議会では、防犯活動事業の一環として、

防犯カメラの設置を推進しています。 

今回は、県立一宮北高校西門付近、大毛公園（東大毛）付近、葉栗中学校東側

横断歩道付近、県立一宮商業高校グランド南側付近に設置、および豊島(株)の寄

贈により、宇夫須那神社西側付近（島村）、高田公民館付近（高田）に設置を予定

しています。 

また、葉栗連区が防犯活動を推進していることを知っていただくために、一宮

警察署からの『防犯カメラ設置推進地区』のパネルの掲示をお願いしたいと思い

ます。パネルを掲示していただける方は、葉栗出張所に用意してありますのでお

受け取り下さい。 

今後とも『安全で安心 住みよい街 葉栗連区』を目指していきたいと思いま

す。皆さんのご協力をよろしくお願いいたします。 

 

☆ 葉栗南消防分団 女性団員奮闘中 ☆ 
一宮市消防団操法大会に出場する葉栗南消

防分団に２名の女性分団員が活動しています。 

今年６月２０日に操法大会が予定されてい

ましたが、新型コロナウイルスの「緊急事態宣

言」が延長となり、今回は中止となりました。 

一宮市では、４年前から女性消防団員の参画

に力を入れ、現在１２名の女性団員が所属して

います。 

消防活動というと、男性中心での活動が見受

けられますが、南消防分団では、定員不足の現

状から脱却しようと女性団員の募集に力を入

れてきました。 

濱田さんと脇田さんの２人の団員は、加入の動機として、地域の安全を守りたい、地域の人とのふれ

あいを大切にしたいとの思いで加入したとのことです。 

ポンプ車の作業操法、地域のパトロール、イベントへの参加など男性に交じり、日々活動をしていま

す。今後の活躍を応援していきたいと思います。北消防分団にも１名の女性団員が活動しています。 

分団員の募集を行っています。活動内容、入団資格等については、南消防分団 小島清隆 
�����090-

1237-4293 または、一宮市消防本部 
�����72-1193 までお尋ねください。 
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尾張徳川家奉納お守刀 銘 藤原国吉 

若栗神社 八幡宮（島村） 

記念植樹（一宮市総合体育館東側） 

☆ 一宮市市制１００周年を記念して 愛知県植樹祭を開催 一宮市総合体育館 ☆ 
5 月 29 日(土)、一宮市総合体育館（いちい信金アリ

ーナ）において、愛知県、公益社団法人愛知県緑化推進

委員会、一宮市の共催による令和 3 年度愛知県植樹祭が

開催されました。 

72 回目を迎えた今年の植樹祭は、『たすけあい みど

りのバトン つなげよう』をテーマに、市制 100 周年

を 記 念 し

て、大村愛

知県知事、

中 野 一 宮

市 長 を は

じめ、関係

者約 200 人が参加して行われました。 

コロナ禍の中での感染対策に万全を期した式典、記念植

樹となりましたが、ハナノキ（愛知県の木）とハナミズキ

（一宮市の木）各 5 本が緑化のシンボルとして光明寺公園

内に植樹されました。 

138 タワーパークなどにお出かけの際は、一宮市総合

体育館東側の植樹場所まで足をのばしてみてください。 

☆ 男子出生の神社 若栗神社 八幡宮（島村） ☆ 

若栗神社は、男子出生の神として昔から崇められていました。 

一家に女子ばかり生まれ男子に恵まれないとき、最後に生ま

れた女の子に、「わくり」「和久利」と命名し神社に祈祷すると、

必ず男の子が生まれると伝えられ、事実その例は少なくありま

せん。 

尾張藩主の第７代藩主宗春公の側室栄間院に男の子がなかっ

たので、家臣に命じて当神社に祈祷したところ、間もなく男の子

が生まれました。 

栄間院は大変喜び、葵紋付の長持に、お守刀、小袖を添えて当

神社に奉納しました。その品は神宝として保存してあります。 

現在は、子どもの神様として崇敬されています。 

※葵紋付長持、お守刀、小袖は一宮市博物館に保管されています。 

※毎年５月５日は稚児祭が行われ、地元「若栗歳雄会」のメンバーや小学生の鼓笛隊演奏により献馬

奉納の祭事が執り行われています。 

【由 緒】 
白鳳時代（６７０年代）に葉栗臣人麿という豪族が、自らの

祖先である「天 押 帯
あまのおしたらし

日子
ひ こ の

命
みこと

」を祭神とする若栗神社を創建

したと言われています。 
慶長１０年（１６０５）島村出身で織田信長などに仕えた武

将兼松又四郎正吉は、武人の神である石清水八幡宮を崇敬し

ていたので、若栗神社に八幡宮を合祀しました。 

【今後の祭事】 

７月３０日 輪くぐり祭  ９月１４日 平和慰霊祭 

１０月 2０日 例大祭 

※御朱印を希望される方は、７月１４日（水）・８月１４日（土）・９月１４日（火）AM8：00～8：30 まで社

務所で受け付けております。 

葉栗連区ウォーキングマップ 第１弾 を作成しました。 

ウォーキングをしながら葉栗連区の史跡めぐりをしてみませんか？ 


